
『七訂版/社会福祉法人会計簿記テキスト 中級編』正誤表(２０２４.９.２７現在)  

訂正頁 訂正箇所 （誤） （正） 

4 「はじめに」の末尾 無記載 

＜連携推進法人制度について＞ 

令和４年４月１日からの連携推進法人制度開始に伴い

社会福祉法人会計基準も一部改正されました。しかし、

この改正は重要性が低いと考えられ、この中級テキスト

には反映していません。 

53 
｢⑥ 資金収支計算書の種類及

び様式｣ の欄外注 

無記載 
次葉以下の様式は、連携推進法人に係る勘定科目を省略

して記載しています。 
63 

｢⑤ 事業活動計算書の種類及

び様式｣ の欄外注 

73 
｢③ 貸借対照表の種類及び様

式｣ の欄外注 

88 計算書類の注記 欄外注 
第４項のとおり、拠点区分での注記は、16 項目のう

ち、１号、12 号、13号の記載は不要です。 

第４項のとおり、拠点区分での注記は、16 項目のう

ち、１号、12 号、13号、15 号の記載は不要です。 

90 【参考】注記項目の記載要領 

注記項目（拠点区分） 

15 合併及び事業の譲渡若しく

は事業の譲受け 

          

 法人 
全体 

拠点 
区分 

該当がない場合 
の記載方法 

  法人 
全体 

拠点 
区分 

該当がない場合 
の記載方法 

 

 〇 〇 「該当なし」   〇  「該当なし」  
          

149  設例（その２） 

「★翌事業年度」の計算書類に

記載する事業年度 

 資金収支計算書 

（自）〷01年 4 月 1 日（至）〷02 年 3月 31日 

  資金収支計算書 

（自）〷02年 4 月 1日（至）〷03 年 3月 31日 

 

 貸借対照表 

〷02 年 3 月 31 日 

  貸借対照表 

〷03 年 3 月 31 日 

 

149  設例（その３） 

事業活動計算書 様式番号 
第１号第１様式 第２号第１様式 

171 精算表 車輛運搬具売却損・処分損 

｢期中資金増減取引｣ 欄の注 
←売却損 

←売却収入 
のマイナス 

174 

 

練習問題８ (１) 以下の期中取引について、仕訳を示してくださ

い。 

(１) 以下の期中取引について、中区分科目 (中区分科

目が設定されていない科目については大区分科目) 

による仕訳を示してください。 

（裏面に続く） 
 



 
 

181 法人単位資金収支計算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勘  定  科  目 

施設整備等による収支 

に
よ
る
収
支 

そ
の
他
の
活
動 

収 
 
入 

・・・ 

長期運営資金借入金収入 

施設整備等収入計 ⑷ 

支 
 
出 

長期運営資金借入金元金償還支出 

・・・ 

施設整備等支出計 ⑸ 

施設整備等資金収支差額 ⑹＝⑷－⑸ 
 

 

勘  定  科  目 
   

   
 施設整備等資金収支差額 ⑹＝⑷－⑸ 

に
よ
る
収
支 

そ
の
他
の
活
動 

収 
 
入 

・・・ 
長期運営資金借入金収入 
・・・ 

その他の活動収入計 ⑺ 

支 
 
出 

長期運営資金借入金元金償還支出 
・・・ 

その他の活動支出計 ⑻ 

その他の活動資金収支差額 ⑼＝⑺－⑻ 
 

 

182  

法人単位資金収支計算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勘  定  科  目 

施設整備等による収支 

に
よ
る
収
支 

そ
の
他
の
活
動 

収 
 
入 

役員等長期借入金収入 

その他の活動収入計 ⑺ 

支 
 
出 

役員等長期借入金元金償還支出 

その他の活動収入計 ⑻ 

施設整備等資金収支差額 ⑼＝⑺－⑻ 
 

 

勘  定  科  目 
   

   
 施設整備等資金収支差額 ⑹＝⑷－⑸ 

に
よ
る
収
支 

そ
の
他
の
活
動 

収 
 
入 

・・・ 

役員等長期借入金収入 
・・・ 

その他の活動収入計 ⑺ 

支 
 
出 

・・・ 

役員等長期借入金元金償還支出 
・・・ 

その他の活動支出計 ⑻ 

その他の活動資金収支差額 ⑼＝⑺－⑻ 
 

 

216 練習問題 15(2)⑥末尾 「としとします。」 「とします。」 

226 コラム 「仕訳」の方式  

下から３行目 

・・・便宜的に書かれているもので、仕記処理が多い場

合には、・・・ 

・・・便宜的に書かれているもので、仕訳処理が多い場

合には、・・・ 
234 
 下から 5 行目  なお、事務費と事務費に共通して発生する科目～  なお、事業費と事務費に共通して発生する科目～ 

246 コラム 

下から２つ目の仕訳 Ｂ拠点 

 Ｂ拠点   Ｂ拠点  

 借方 貸方 金額   借方 貸方 金額  

 業務委託費 拠点区分間借入金 10   業務委託費 拠点区分間借入金 100  
          

（次頁に続く） 
 



 
 

252 頁中ほど 

就労支援事業別事業活動明細書 末尾 
額差減増動活業事援支労就 就労支援事業活動増減差額 

255 精算表（就労支援事業） 

その他取引欄の合計金額 

 その他取引   その他取引  

 借方 貸方   借方 貸方  

合計 69,400 69,400   120,400 120,400  
        

256 (何) 拠点区分 事業活動計算書 

最左欄 

サービス 
活動増減 
計 算 書 

サービス 
活動増減 
の部 

就労支援事業製造原価明細書  就労支援事業製造原価明細書 
 

勘 定 科 目 合計 製菓事業 

・・・   

当期 就労支援事業 製造原価 78,4000 78,4000 

就労支援事業製造原価明細書 

勘 定 科 目 合計 製菓事業 

・・・   

当期 就労支援事業 製造原価 78,400 78,400 

259 

練習問

題１９ 

問題文 

②製造諸経費支払額18,000円の右 (④の減価償却費を除く。) (③の減価償却費を除く。) 

仕訳欄  貸方科目 

 
 
 
 

 

 
 貸方科目  
   
   
   
 製造原価  

 製造原価  
 

 
 貸方科目   
    
    
    
   (←空白欄に) 

 製造原価   
 

解答 

25 

練習問題８ 問題文冒頭 (１) 以下の期中取引について、仕訳を示してくださ

い。なお、できるだけ中区分科目を使用し、入金時・

出金時の科目は、｢現金預金｣ を使用してください。 

(１) 以下の期中取引について、中区分科目 (中区分科

目が設定されていない科目については大区分科目) 

による仕訳を示してください。 

解答

44 

 

 

  

練習問題１９ 問題文冒頭 【例題－２】を前提に～ 【例題－８】を前提に～ 

練習問題１９ 問題文 ①以下 ②工賃支払額（ ？ ）円（余剰金の全額を支給した。） 

③製造諸経費支払額 18,000円（④の減価償却費を除く。） 

④備品減価償却費 6,000 円 

⑤販売管理諸経費 10,000円（販売費用を総称している。） 

⑥完成品は 300 セットで、すべてが完成し、未完成のも

のはない。 

⑦販売価格は、１セット 300 円で、290 セットを販売し

た。 

②製造諸経費支払額 18,000円（③の減価償却費を除く。） 

③備品減価償却費 6,000 円 

④完成品は 300 セットで、すべてが完成し、未完成のも

のはない。 

⑤販売価格は、１セット 300 円で、290 セットを販売し

た。 

⑥販売管理諸経費 10,000円（販売費用を総称している。） 

⑦工賃支払額（ ？ ）円（余剰金の全額を支給した。）  


